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平成１５年　５月１２日
TB０３－０３７
	SARSウイルス検出のための研究用PCRキット（２種類）を販売開始


タカラバイオ株式会社（社長：加藤郁之進）では、ドイツ国 Artus社（アータス社　ハンブルグ市）と提携し、SARS（重症急性呼吸器症候群）ウイルス検出のためのPCR試薬キットを評価用サンプルとして無償で研究機関に供給しておりましたが、製造元のArtus社が無償供給から有償販売に切り替えたことを受け、5月19日より研究用として、同キットの販売を開始します。

一方、現時点の同製品は、ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社が販売しているリアルタイムPCR装置用にデザインされており、多くの研究者がすでに所有する多様なリアルタイムPCR装置には適合していません。この不便さを解消すべく、多様なリアルタイムPCR装置に適合するPCRキットを現在開発中ですが、第一弾として、当社がすでに発売しているリアルタイムPCR装置「スマート　サイクラー®」に適合した、サイクリングプローブ法に基づくSARSウイルス検出用のリアルタイムPCRキットを研究用として6月2日から発売します。　

両試薬キットはともにリアルタイムPCR法の原理を用いたキットで、ウイルスの定量も可能です。検出感度は10コピーと高感度で、核酸増幅から検出まで約40分と、通常のPCR法を用いた場合に比べて迅速に検出することができます。希望販売価格は両キットとも24回用で98,000円です。　　　　　　　　　　

WHOの発表にもあるように、SARSウイルスは患者の呼吸器系の分泌液や糞便に排出されるため、PCR検査に移る前にこれらの複雑なサンプルからSARSウイルス由来のRNAを抽出する必要があります。この抽出操作を効率よく行えなければPCRキットも役に立ちません。当社では、ICAN®法を用いた結核菌の検出のための喀痰中のDNA抽出法を完成させています（臨床病理50，528－532，2002）。一方、糞便中のRNA検出は、食中毒原因ウイルスの一種、SRSV（Small Round Structured Virus）のRNAをカトリモックス－１４（Catrimox-14）を用いた方法で成功しています。　

＜製品概要＞

RealArtTM HPA-Coronavirus LC RT PCR Reagents（研究用試薬）
製造元：
アータス社

販売元：
タカラバイオ株式会社

価格：
98,000円（消費税別）２４検体用

CycleaveRT-PCR SARS virus Detection Kit（研究用試薬）
製造・販売元：
タカラバイオ株式会社

価格：
98,000円（消費税別）２４検体用
両キットに関するお問い合わせ先：
タカラバイオ（株）営業部



TEL:０７７－５４３－７２３１

当資料取り扱い上の注意点
資料中の当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
この資料は、　５月１２日に京都経済記者クラブに配布しています。
	この件に関するお問い合わせ先
タカラバイオ株式会社
バイオインダストリー部
Tel 077-543-7235


＜参考資料＞

Artus社（アータス社）の概要

社名：　Artus GmbH

代表者名：　Michael Tillmann

設立：　１９９８年
所在地：　Königstraße 4a, 22767  Hamburg, Germany
従業員数：　１１５名（２００２年１２月現在）

事業概要：　リアルタイムPCR法を用いたキットの開発・製造・販売ならびに検査サービス

＜語句説明＞
PCR法

Polymerase Chain Reaction法（ポリメラーゼ連鎖反応法）の略称です。温度サイクル装置（サーマルサイクラー）を使用し、微量のＤＮＡを数時間のうちに数百万倍にまで増幅する技術です。

リアルタイムPCR法

従来のPCR法は、サーマルサイクラーという機器でPCRを行ない、目的DNAを増幅した後、増幅産物を電気泳動で解析するという手順で行います。リアルタイムPCR法では、サーマルサイクラーと分光蛍光光度計を一体化した機器を用いて、PCRでの増幅産物の生成過程をリアルタイムで検出し、解析します。増幅産物の生成の過程を連続してみることができるため、より正確な定量が可能となります。また電気泳動を行う必要がないため、解析時間の大幅な短縮が可能となります。

サイクリングプローブ法

RNAとDNAからなるキメラプローブとRNase Hの組み合わせによる高感度な検出方法で、増幅中や増幅後の遺伝子断片の特定配列を効率良く検出することが出来ます。プローブはRNA部をはさんで5'側に蛍光物質が、また3'側にその蛍光物質の発する蛍光を消光する物質（クエンチャー）が標識されています。このプローブは、インタクトな状態ではクエンチングにより強い蛍光を発することはありませんが、増幅産物中の相補的な配列とハイブリッドを形成した後にRNase H によりRNA 部分で切断されることにより、強い蛍光を発するようになります。（図１参照）この蛍光強度を測定することで、増幅産物量をモニターすることが出来ます。なお当社は、サイクリングプローブ法に関し、ID BIOMEDICAL社から全世界で使用・製造・販売できる権利を取得しています。
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図１：サイクリングプローブ法の原理
SRSV（Small Round Structured Virus）

　一本鎖RNAをゲノムとする30－40ナノメートルの小型球形ウイルスで、主に食品を介した感染ルートで、ときとして大規模に発生した例もみられる食中毒類似胃腸炎の原因ウイルスとされています。

カトリモックス－１４（Catrimox-14）

陽イオン界面活性剤であるCatrimox-14TMは、細胞を溶解してRNAと複合体を形成することにより、血液、培養細胞などの検体から効率良くRNAを回収する研究用試薬です。また糞便検体からのRNA回収も可能です（参考資料：当社情報誌　BioView　 No.14、ｐ１５－１６）。製品名：Catrimox-14TM Solution、価格：100ｍｌ、23,000円（消費税別）、販売元：タカラバイオ株式会社
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